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Ⅰ 平成２０年度の一般会計予算 

平成２０年度の一般会計の歳入歳出の予算を費目別（使用する目的別）に円グラフと表で

現しています。歳出の表では、目的別（表２：使用する目的別）と性質別（表３：使用する

性質別）の２表からなり、平成１９年度の当初予算額との比較をしています。 

１．歳 入 

 

  

平成２０年度一般会計予算歳入（表１）の主な内容については、次のとおりです。 

町税については、平成１９年度に税源移譲が行われ１億６千万円ほど増加となりましたが、

平成２０年度予算ではさらに対前年度比７，３７５万円、２．９％増の２６億３，９２６万

１千円を見込んでいます。 

地方特例交付金については、前年度予算で制度改正が行われた児童手当の国負担分を特例

交付金として予算化をしたものの、国庫負担金として収入することになったことなどにより、

対前年度比４，０５０万円、６１．４％減の２，５５０万円となっています。 

地方交付税については、交付税制度において「地方再生対策費」の創設や町の経営努力等

が反映される「頑張る地方応援プログラム」の増加要因などから、対前年度比９，２３０万

円、１４．８％増の７億１，６３０万円を見込んでいます。しかしながら、国の道路特定財

源をはじめとする制度の動向を注意深く見極めていく必要があります。 

国庫支出金については、自立支援給付費等負担金、児童手当負担金の増加はあるものの 

地方道路交付金などの減少により対前年度比５，９０７万２千円、１４．５％減の３億   

４，８４５万１千円となっています。 

県支出金については、自立支援給付費等負担金、児童手当負担金の増加や後期高齢者医療

保険基盤安定制度負担金、酒々井インターチェンジ関連道路整備県負担金により対前年度比

９，７００万２千円、４２．７％増の３億２，３９７万３千円となっています。 

一般会計【歳入】目的別

町税 
2,639,261 

地方交付税 
716,300 

国庫支出金 
348,451 

交付金等 
361,200 

県支出金 

323,973 

町債 
263,800 

諸収入 
113,265 

その他 
150,116 

繰入金 

86,690 

歳入総額 

5,003,056 

（単位：千円） 
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繰入金については、平成１７年度からの財源不足により水道事業会計から繰入れ（借入れ）

ていた財源に頼ることなく、財源の確保ができたことから対前年度比９，６９０万２千円、  

５２．８％減の８，６６９万円となっています。 

繰越金については、数年にわたる厳しい財政事情の中、歳出予算を精査して予算編成をし

ているため前年度における歳計剰余金（前年度会計で余った資金）の見込みは６，０００万

円程度であり対前年度比２，０００万円、４０．０％減の３，０００万円となっています。 

〔歳計剰余金の２分の１以上は、財政調整基金に積み立てることとなっています。〕 

町債については、橋梁耐震事業や臨時財政対策債の減少により、対前年度比７，６３０万

円、２２．４％減の２億６，３８０万円となっています。 

このような状況の中、歳入総額は、５０億３０５万６千円となり、対前年度比３，３８３

万円、０．７％の減となっています。 

 

表１ 平成２０年度一般会計 歳入 

      (単位：千円，％) 

款 
平成２０年度 

当初予算額 
構成 

平成１９年度 

当初予算額 
構成 比較増減 伸率 

1 町          税 2,639,261 52.7 2,565,511 50.9 73,750 2.9 

2 地 方 譲 与 税 80,000 1.6 85,000 1.7 △ 5,000 △ 5.9 

3 利 子 割 交 付 金 9,500 0.2 12,000 0.2 △ 2,500 △ 20.8 

4 配 当 割 交 付 金 9,000 0.2 7,500 0.1 1,500 20.0 

5 株式等譲渡所得割交付金 10,500 0.2 12,000 0.2 △ 1,500 △ 12.5 

6 地方消費税交付金 171,000 3.4 166,000 3.3 5,000 3.0 

7 自動車取得税交付金 51,000 1.0 60,000 1.2 △ 9,000 △ 15.0 

8 地 方 特 例 交 付 金 25,500 0.5 66,000 1.3 △ 40,500 △ 61.4 

9 地 方 交 付 税 716,300 14.3 624,000 12.4 92,300 14.8 

10 交通安全対策特別交付金 4,700 0.1 4,600 0.1 100 2.2 

11 分担金及び負担金 63,663 1.3 67,844 1.4 △ 4,181 △ 6.2 

12 使用料及び手数料 51,829 1.0 50,286 1.0 1,543 3.1 

13 国 庫 支 出 金 348,451 7.0 407,523 8.1 △ 59,072 △ 14.5 

14 県  支  出  金 323,973 6.5 226,971 4.5 97,002 42.7 

15 財  産  収  入 4,622 0.1 1,997 0.0 2,625 131.4 

16 寄    附    金 2 0.0 2 0.0 0 0.0 

17 繰    入    金 86,690 1.7 183,592 3.7 △ 96,902 △ 52.8 

18 繰    越    金 30,000 0.6 50,000 1.0 △ 20,000 △ 40.0 

19 諸    収    入 113,265 2.3 105,960 2.1 7,305 6.9 

20 町          債 263,800 5.3 340,100 6.8 △ 76,300 △ 22.4 

  合         計 5,003,056 100.0 5,036,886 100.0 △ 33,830 △ 0.7 
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２．歳 出 

 

平成２０年度一般会計予算歳出（表２）の主な内容については、次のとおりです。 

議会費については、平成１９年度より議員報酬について５％の減額を行ったことなどによ

り対前年度年比４６７万２千円、４．２％減の１億７３６万２千円となっています。 

総務費については、（仮称）駅前交番設置事業３７５万５千円、平成１８年度に水道事業

会計から繰入れ（借入）ていた５，０００万円の繰出金（返済金）、所得の変動に伴い税源

移譲による所得税の税負担軽減の影響を受けられない方への平成１９年度分住民税からの

還付金２，０１６万５千円、平成２１年度評価替えに向けての課税客体調査業務委託等  

１，２３５万１千円により対前年度比９，８４５万７千円、１２．４％増の８億９，１５８

万１千円となっています。 

民生費については、新たに住民協働課を設置した経費２，８９５万２千円、放課後こども

プラン事業である放課後こども教室の運営費、放課後児童クラブの新設・運営に係る増加経

費１，７３７万２千円、こども課設置により保育園関係職員の人件費を民生費から教育費へ

移行したことにより対前年度比７，５６１万７千円、７．１％減の９億８，９０５万１千円

となっています。 

衛生費については、小児生活習慣病予防事業経費５０万円、感染病予防対策として麻し

ん・風しん対策経費４２２万２千円、妊婦健診の充実８９１万４千円や食育の推進及びメタ

ボリック予防対策の推進を行い、基本健康診査等については、国民健康保険特定検診に移行

されることから１，１２０万８千円の減により対前年度比１，６０２万２千円、３．５％減

の４億４，４７１万３千円となっています。 

農林水産業費については、県営土地改良施設修繕工事補助金１３４万３千円、ハーブガー

デンショップ改修費５００万円を計上したものの人件費の減により対前年度比２，０６１万

１千円、１８．２％減の９，２６４万円となっています。 

一般会計【歳出】目的別

民生費 
989,051 

総務費 
891,581 

公債費 
767,721 

教育費 
763,844 

土木費 
414,391 

消防費 
415,896 

予備費 
10,000 

衛生費 
444,713 

農林水産業費 

92,640 
商工費 

105,857 
議会費 

107,362 

歳出総額 

5,003,056 

（単位：千円） 
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商工費については、ちびっこ天国運営費の施設改修費等２，８１４万５千円により対前年

度比１，１１３万３千円、１１．８％増の１億５８５万７千円となっています。 

土木費については、防犯街灯整備１２６万３千円、交通安全のための隅きり等の購入費 

８００万円、地域活性化事業１億５，４１６万円などを行い、対前年度比１億６，３９９万

２千円、２８．４％減の４億１，４３９万１千円となっています。 

教育費については、酒々井小学校１００周年記念事業補助金５０万円、酒々井小学校屋内

運動場建設のための調査・測量・設計費３，４７５万８千円、史跡本佐倉城指定１０周年記

念事業１００万円、史跡本佐倉城整備事業１，１９３万円、酒々井町が主会場で開催される

第５９回印旙郡市民体育大会に係る経費１８０万３千円、こども課設置により保育園関係職

員の人件費が民生費から教育費へ移行されたことなどにより対前年度比１億４，２５２万９

千円、２２．９％増の７億６，３８４万４千円となっています。 

公債費については、臨時財政対策債の償還開始により対前年度比５６０万５千円、０．７％

増の７億６，７７２万１千円となっています。 

歳出の総額は、歳入と同額の５０億３０５万６千円で、対前年度比３，３８３万円、   

０．７％減となります。 

 

 

表２ 平成２０年度一般会計 目的別歳出 

(単位：千円，％) 

款 
平成２０年度 

当初予算額 
構成 

平成１９年度 

当初予算額 
構成 比較増減額 伸率 

1 議   会   費 107,362 2.1 112,034 2.2 △ 4,672 △ 4.2 

2 総   務   費 891,581 17.8 793,124 15.8 98,457 12.4 

3 民   生   費 989,051 19.8 1,064,668 21.1 △ 75,617 △ 7.1 

4 衛   生   費 444,713 8.9 460,735 9.2 △ 16,022 △ 3.5 

5 農林水産業費 92,640 1.9 113,251 2.2 △ 20,611 △ 18.2 

6 商   工   費 105,857 2.1 94,724 1.9 11,133 11.8 

7 土   木   費 414,391 8.3 578,383 11.5 △ 163,992 △ 28.4 

8 消   防   費 415,896 8.3 421,536 8.4 △ 5,640 △ 1.3 

9 教   育   費 763,844 15.3 621,315 12.3 142,529 22.9 

10 公   債   費 767,721 15.3 762,116 15.1 5,605 0.7 

11 予   備   費 10,000 0.2 15,000 0.3 △ 5,000 △ 33.3 

  合       計 5,003,056 100.0 5,036,886 100.0 △ 33,830 △ 0.7 
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表３ 平成２０年度一般会計 性質別歳出 

(単位：千円，％) 

項    目 
平成２０年度 

当初予算額 
構成 

平成１９年度 

当初予算額 
構成 比較増減 伸率 

1 人   件   費 1,531,014 30.6 1,548,915 30.8 △ 17,901 △ 1.2 

2 扶   助   費 326,560 6.5 322,551 6.4 4,009 1.2 

3 公   債   費 767,721 15.4 762,116 15.1 5,605 0.7 

  義 務 的 経 費 小 計 2,625,295 52.5 2,633,582 52.3 △ 8,287 △ 0.3 

4 物   件   費 724,314 14.5 716,794 14.2 7,520 1.0 

5 維 持 補 修 費 8,899 0.2 5,707 0.1 3,192 55.9 

6 補  助  費  等 832,891 16.6 737,435 14.7 95,456 12.9 

  経常的経費小計 4,191,399 83.8 4,093,518 81.3 97,881 2.4 

7 普 通 建 設 事 業 380,787 7.6 428,101 8.5 △ 47,314 △ 11.1 

内 補 助 事 業 199,142 4.0 270,978 5.4 △ 71,836 △ 26.5 

訳 単 独 事 業 181,645 3.6 157,123 3.1 24,522 15.6 

8 積   立   金 16,922 0.3 7,151 0.1 9,771 136.6 

9 投資及び出資金 18,223 0.4 19,544 0.4 △ 1,321 △ 6.8 

10 貸   付   金 3,000 0.1 3,400 0.1 △ 400 △ 11.8 

11 繰   出   金 382,725 7.6 470,172 9.3 △ 87,447 △ 18.6 

12 予   備   費 10,000 0.2 15,000 0.3 △ 5,000 △ 33.3 

  合      計            5,003,056 100.0 5,036,886 100.0 △ 33,830 △ 0.7 

 

性質別歳出（表３）を見ますと、経常的経費のうち義務的経費では、乳幼児医療費の改正

による扶助費の増加や臨時財政対策債の償還により公債費が増加しましたが、人件費につい

ては、議員、特別職及び一般職給与の削減を前年同様に行い、さらに一般職の早期退職の勧

奨により減少したため、義務的経費は対前年度比８２８万７千円、０．３％減の２６億   

２，５２９万５千円となりました。 

物件費については、麻しん・風しん予防対策、妊婦検診の拡充、健康増進のためのメタボ

リック予防対策、食育等の推進や小学校・中学校の教材備品等を拡充したことにより、対前

年度比７５２万円、１．０％増の７億２，４３１万４千円となりました。 

補助費等については、後期高齢者医療制度の創設に伴う負担金や所得変動による税源移譲

の影響に伴う住民税からの還付金により対前年度比９，５４５万６千円、１２．９％増の  

８億３，２８９万１千円となっています。 

普通建設事業については、酒々井小学校屋内運動場改築事業、地域活性化事業並びにその

他事業内容や緊急性等を精査した結果実施するもので、対前年度比４，７３１万４千円、  

１１．１％減の３億８，０７８万７千円となっています。 

繰出金については、老人保健から後期高齢者医療制度に移行されることから老人保健特別

会計への繰出金が大幅に減少したことにより、対前年度比８，７４４万７千円、１８．６％

減の３億８，２７２万５千円となりました。 
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Ⅱ 各特別会計 

各特別会計の予算状況は次のとおりです。 

(単位：千円，％) 

特 別 会 計 名 
平成２０年度 

当初予算額 

平成１９年度 

当初予算額 
比 較 増 減 伸  率 

国民健康保険特別会計 ２，０５５，７５８ １，８１０，４６９ ２４５，２８９ １３．５ 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ３７３，１２２ ４２７，４２６ △５４，３０４ △１２．７ 

老 人 保 健 特 別 会 計 ９８，８０２ １，０１３，９６２ △９１５，１６０ △９０．３ 

介 護 保 険 特 別 会 計 ８１３，０２３ ７７９，６５３ ３３，３７０ ４．３ 

後期高齢者医療特別会計 １２６，７５８          ０ １２６，７５８ 皆増 

計 ３，４６７，４６３ ４，０３１，５１０ △５６４，０４７ △１４．０ 

 

後期高齢者医療特別会計は、平成１８年６月に「高齢者の医療の確保に関する法律」が公

布され、原則７５歳以上の高齢者が加入する新たな医療制度による特別会計です。これによ

り、老人保健特別会計は概ね３年後には廃止される予定です。 

  

Ⅲ 水道事業会計 

水道事業会計は次のとおりです。独立採算制で経営されており、経営努力により経費の削

減を図っていますが、今後施設等の老朽化から資本的支出の増加が見込まれます。 

(単位：千円，％) 

企業会計収支 
平成２０年度 

当初予算額 

平成１９年度 

当初予算額 
比 較 増 減 伸  率 

（水道事業収益） ４８０，３１１ ５０４，８０４ △２４，４９３ △４．９ 

営業収益 ４６３，８８４ ４６５，１７５ △１，２９１ △０．３ 

営業外収益      １６，４２７ ３９，６２９ △２３，２０２ △５８．５ 

（水道事業費用） ４３６，０９７ ４５６，８１２ △２０，７１５ △４．５ 

営業費用    ３５７，２４５    ３７２，４７４ △１５，２２９ △４．１ 

営業外費用 ７６，８５２     ８２，３３８ △５，４８６ △６．７ 

予備費 ２，０００       ２，０００        ０  

（資本的収入） ５４，５７０ １０，２１１ ４４，３５９ ４３４．４ 

分担金及び負担金      ４，５７０ １０，２１１ △５，６４１ △５５．２ 

他会計返還金 ５０，０００         ０ ５０，０００ 皆増 

（資本的支出） １７５，４８１ ２４３，９６５ △６８，４８４ △２８．１ 

建設改良費 ９５，６７８ ６７，２７９ ２８，３９９ ４２．２ 

企業債償還金 ７７，８０３ ７４，６８６ ３，１１７ ４．２ 

他会計貸付金         ０ １００，０００ △１００，０００ 皆減 

予備費 ２，０００ ２，０００        ０  



 7 

Ⅳ 町のローン残高（地方債の状況） 

町債は、主に道路や施設等を整備するために町が借り入れるお金です。 

近年は、町が国の代わりに借金する「減税補てん債」、「臨時財政対策債」などの借入金残

高が増加しています。 

（単位：千円） 

会  計  名 平成１９年度末見込額 平成２０年度中の増減 平成２０年度末見込額 

一 般 会 計 ５，２０４，３２５ △４２３，２４９ ４，７８１，０７６ 

下水道事業特別会計 １，３９０，１２７ △８３，７４６ １，３０６，３８１ 

介護保険特別会計 １２，０００ △１２，０００ ０ 

水 道 事 業 会 計 １，５６９，６４６ △７７，８０２ １，４９１，８４４ 

計 ８，１７６，０９８ △５９６，７９７ ７，５７９，３０１ 

 

Ⅴ 町の貯金残高（基金残高） 

基金は、町が予算を編成する際の財源補てんや特定の目的のために積み立てている貯金で

す。個人で例えると財形貯蓄、住宅積立金、学資積立金などに当たり、後年度の資金需要や

財源不足に備えるためのものです。 

【一般会計】                                                 （単位：千円） 

基  金  名  称 
平成１９年度末 

見込額 

平成２０年度中 

増減見込額 

平成２０年度末 

見込額 

１．財政調整基金 ３７７，７０２ △７，３２６ ３７０，３７６ 

２．減債基金 ６２５        ０ ６２５ 

３．都市開発基金 １８，６７０ ４３ １８，７１３ 

４．地域福祉基金 １，８４３        ６ １，８４９ 

５．児童・生徒国際交流振興基金 ５，４６０ △９５３ ４，５０７ 

６．ちびっこ天国基金 ３７２，９６８ △２４，５４５ ３４８，４２３ 

７．土地開発基金 ２，４９３        ８ ２，５０１ 

計  ７７９，７６１ △３２，７６７  ７４６，９９４ 

【国民健康保険特別会計】                                        （単位：千円） 

基  金  名  称 
平成１９年度末 

見込額 

平成２０年度中 

増減見込額 

平成２０年度末 

見込額 

１．財政調整基金 ５３，７５８ △９６０ ５２，７９８ 

２．高額療養費貸付基金 ３，０００        ０ ３，０００ 

      計   ５６，７５８ △９６０   ５５，７９８ 

【介護保険特別会計】                          （単位：千円） 

基  金  名  称 
平成１９年度末 

見込額 

平成２０年度中 

増減見込額 

平成２０年度末 

見込額 

１．介護給付費準備基金 ５３，７６８ １５，９８７ ６９，７５５ 
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Ⅵ 平成２０年度の親からの援助（国から町への財源補てん） 

すべての地方団体が一定の行政サービスを提供できるよう財源を保障するため、地方の固

有財源として地方交付税が配分されています。しかしながら、国の三位一体の改革などによ

って地方交付税の一部が「減税補てん債（平成１８年度をもって制度廃止）」や「臨時財政

対策債」などの借入金に振り替えられています。 

平成２０年度の国からの財源補てんについては、地方交付税は「地方再生対策費」の創設

などにより増加するものの、臨時財政対策債の減少により前年並みの９億３，６００万円を

見込んでいます。 
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国からの財源補てんの推移

臨時財政対策債 113 225 507 357 274 258 235 220 

減税補てん債 36 34 49 48 32 25 

特別交付税 153 147 135 117 93 83 79 76 

普通交付税 1,096 969 728 662 695 553 623 640 

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

 

 

※ 平成１３年度から平成１８年度までは決算額で、平成１９年度は決算見込額，平成２０年度は予算額です。 

 

計         1,398  1,375  1,419  1,184  1,094  919   937  936 

単位：百万円 
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Ⅶ 町の家計の様子（平成２０年度～平成２２年度） 

町の家計は、プリミエールの建設以降、その規模を縮小していますが、国からの財源補て

んである地方交付税などが減少していることから、経費の不足分を貯金の取崩しなどにより、

また、平成１７年度から平成１９年度までは水道事業からの借入れにより補っているところ

です。 

平成２０年度は、税源移譲の影響により税収入はやや増加し、地方交付税制度の見直しに

よる地方交付税の増加もあり、地域活性化事業や酒々井小学校屋内運動場の改築事業などの

実施に向けて必要となる財源を確保し、水道事業からの借り入れをすることなく家計を維持

することとしています。 

平成２１年度には、酒々井小学校屋内運動場の本体工事なども予定されていることから、

今後も引き続き経費の削減と収入を確保することで、健全で豊かな家庭生活を送れるよう努

めてまいります。 

 

 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

歳入・歳出の推移

歳入合計 6,751 6,787 6,053 5,553 5,283 5,520 5,203 5,003 5,105 5,237

歳出合計 6,109 6,590 5,832 5,372 5,168 5,453 5,128 5,003 5,105 5,237

差　　引 642 197 221 181 115 67 75 0 0 0

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

 

※ 平成１３年度から平成１８年度までは決算額、平成１９年度は決算見込額，平成２０年度以降は予算見込額です。 

単位：百万円 


